
萩
焼
の
史
料
（
吉
積
）

一
二
一

　

本
県
を
代
表
す
る
伝
統
産
業
、
萩
焼
に
つ
い
て
は
知
り
尽
く
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
掘

り
起
こ
さ
れ
る
史
実
が
少
な
く
な
い
。
萩
藩
御
用
焼
物
師
で
あ
れ

ば
萩
藩
士
で
あ
り
、
萩
藩
藩
政
史
料
群
で
あ
る
当
館
架
蔵
の
毛
利

家
文
庫
の
中
に
痕
跡
を
留
め
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
ま
だ
知
ら
れ

ざ
る
記
述
が
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
こ
に
、

紹
介
す
る
萩
焼
に
関
す
る
史
料
は
、
十
七
世
紀
、
近
世
初
期
の
未

周
知
の
も
の
で
、
萩
焼
（
松
本
焼
お
よ
び
深
川
焼
）
初
期
の
よ
う

す
を
知
る
手
が
か
り
に
な
れ
ば
と
願
う）

（
（

。

　

松
本
焼
の
新
兵
衛
と
助
八）

（
（

に
つ
い
て
、
仕
え
た
毛
利
家
の
当
主

た
ち
に
よ
る
名
付
け
に
ま
つ
わ
る
事
実
を
知
ら
し
め
す
と
と
も

に
、
焼
物
師
が
「
異
国
人
」
で
あ
る
こ
と
を
当
時
の
原
史
料
で
明

ら
か
に
で
き
る
大
変
注
目
さ
れ
る
史
料
①
を
は
じ
め
、
点
数
は
八

点
に
と
ど
ま
る
が
、
萩
焼
の
歴
史
を
豊
か
に
膨
ら
ま
せ
て
く
れ
る

も
の
と
期
待
す
る
。

　

ま
た
、
毛
利
家
文
庫「
糸
賀
雑
記
」（
史
料
⑤
〜
⑧
）は
、
近
世
、

ご
く
初
期
の
萩
藩
の
渉
外
係
の
任
を
帯
び
る
公
儀
人
と
呼
ば
れ
た

糸
賀
松
斉
真
作
（
明
暦
三
年
〈
一
六
五
七
〉
没
、
享
年
八
二
）
の

渉
外
の
よ
う
す
を
つ
ぶ
さ
に
示
し
た
も
の
で
あ
る）

（
（

。
決
し
て
松
本

焼
を
正
面
切
っ
て
記
述
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
々
に
重

宝
が
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
垣
間
見
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
写
本
で
は
あ
る
が
、
ご
く
最
近
、

そ
の
原
本
の
存
在
が
判
明
し
た
の
で
、
実
見
し
、
両
者
を
照
合
す

る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
⑤
か
ら

〈
史
料
紹
介
〉

萩
焼
の
史
料

吉　

積　

久　

年



萩
焼
の
史
料
（
吉
積
）

一
二
二

⑧
の
配
列
は
、「
糸
賀
雑
記
」
の
順
番
を
踏
襲
し
た
。

　

こ
れ
ら
史
料
の
発
掘
に
は
、
当
館
同
僚
の
協
力
も
得
て
い
る
。

　

ま
た
、
糸
賀
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
蔵
者
の
厚
意
が

あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
今
回
の
紹
介
に
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

深
謝
の
弁
を
禁
じ
得
な
い
。

　

な
お
、
読
点
・
並
列
点
や
括
弧
書
き
な
ど
は
筆
者
が
付
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

形
態
は
①
③
が
折
紙
で
原
本
、
他
は
い
ず
れ
も
簿
冊
へ
の
書
込

み
で
あ
る
。

【
史
料
①
】
伊い
ず
ち秩

采
女
正
書
状
（
松
本
焼
の
事
）

　
　
　

以
上

　
　
　

�

松
本
焼
新
兵
衛
・
助
八
両
人
事
、
早
々
被
成
御
越
、
用
段

被
申
渡
候

　
　

一�

御
上
使
様
御
誂
之
焼
物
出
来
候
は
ゝ
、
入
物
に
入
御
念
、

早
々
二
月
ま
て
可
被
下
候
由
候

　
　

一�

助
八
事
、
名
を
被
成
御
付
可
被
下
、
子
孫
に
可
申
候
、
新

史料①　伊秩采女正書状



萩
焼
の
史
料
（
吉
積
）

一
二
三

兵
衛
事
、
従
大
殿
様
被
遣
候
由
候
、
異
国
仁
之
事
候
は
は

被
遣
候
様
に
被
成
御
取
成
可
然
候
由
候
、
従
甲
斐
守
所
可

得
御
意
候
由
、
従
私
可
申
上
候
由
候
間
、
如
此
候
、
恐
惶

謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
秩
采
女
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
花
押
）

　
　
　
　

十
一
月
七
日

　
　
　

益
玄
蕃
様

　
　
　

清
信
濃
様

　
　
　
　
　
　

貴
報

　
　
　
　
　
　

（
毛
利
家
文
庫
「
遠
用
物
」
近
世
前
期
四
四
一
）

　

こ
れ
は
、
初
代
長
府
藩
主
毛
利
秀
元）

（
（

（
一
五
七
九
―
一
六
五
〇
）

の
家
老
伊
秩
采
女
正
の
十
一
月
七
日
付
け
書
状
で
、
宛
所
は
萩
藩

の
益
田
玄
蕃
頭
と
清
水
信
濃
守
で
あ
る
。

　

松
本
焼
の
焼
物
師
で
あ
る
新
兵
衛
と
助
八
の
こ
と
に
つ
い
て
申

し
渡
す
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
早
々
の
来
訪
を
求
め
て
い

る
。

　

用
向
き
は
二
つ
。
ひ
と
つ
が
上
使
対
応
用
と
し
て
誂
え
注
文
を

出
し
て
い
る
焼
物
に
つ
い
て
、
入
れ
物
に
納
め
る
な
ど
念
を
入
れ

て
早
々
二
月
ま
で
差
し
出
す
よ
う
求
め
て
い
る
こ
と
。

　

も
う
ひ
と
つ
が
、
松
本
焼
物
師
ふ
た
り
の
名
付
け
問
題
で
あ

る
。

　

つ
ま
り
、
新
兵
衛
と
助
八
の
萩
藩
毛
利
家
家
臣
と
し
て
の
名
付

け
で
あ
る
。

　

助
八
の
名
付
け
び
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
と
き
の
初
代

萩
藩
主
毛
利
秀
就
（
一
五
九
五
―
一
六
五
一
）
で
あ
る
こ
と
は
容

易
に
想
像
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
新
兵
衛
に
つ
い
て
は
、「
大
殿
様
」
す
な
わ
ち
秀
就
の

父
宗
瑞
（
輝
元
、
一
五
五
三
―
一
六
二
五
）
が
名
付
け
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
も
の
。

　

名
付
け
る
に
あ
た
っ
て
は
「
異
国
仁
（
人
）」
の
た
め
と
り
な

し
は
易
か
ら
ん
と
、
我
が
主
「
甲
斐
守
」
つ
ま
り
毛
利
秀
元
も
考

え
を
窺
っ
て
お
く
と
い
っ
て
い
る
旨
を
お
伝
え
す
る
。

　

松
本
焼
の
焼
物
師
が
異
国
人
で
あ
る
こ
と
を
つ
ぶ
さ
に
捉
え
た



萩
焼
の
史
料
（
吉
積
）

一
二
四

当
時
の
原
史
料
と
し
て
非
常
に
注
目
さ
れ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
こ
の
書
状
の
書
か
れ
た
時
期
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

る
。
宛
所
の
益
田
玄
蕃
頭
と
清
水
信
濃
守
が
藩
の
要
職
に
就
い
て

い
た
時
期
が
、
前
者
で
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
か
ら
寛
永
九
年

（
一
六
三
二
）
ま
で
当
職
、
後
者
で
元
和
九
年
か
ら
寛
永
四
年
ま

で
国
元
加
判
役
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
が
重
な
る
の
は
元

和
九
年
か
ら
寛
永
四
年
ま
で
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
毛
利
秀
元
の
家
老
が
藩
政
に
重
き
を
な
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
、
こ
れ
は
年
若
い
初
代
萩
藩
主
毛
利
秀
就
の
後
見

で
あ
る
父
、
宗
瑞
が
健
康
を
理
由
に
毛
利
秀
元
に
藩
政
を
委
ね
た

と
き
が
あ
り
、
そ
の
始
期
が
元
和
九
年
十
一
月
六
日
と
さ
れ
る）

（
（

。

こ
の
文
面
か
ら
は
、
秀
元
の
意
向
が
幅
を
き
か
せ
て
い
る
こ
と
が

濃
厚
で
、
そ
れ
故
、
家
老
の
伊
秩
も
萩
藩
政
に
出
る
幕
が
あ
っ
た

の
だ
と
い
え
る
。

　

考
察
を
進
め
て
み
る
。
差
出
の
伊
秩
采
女
正
の
同
じ
花
押
の
座

る
書
状
で
、
し
か
も
宛
所
も
同
じ
く
す
る
も
の
を
探
し
て
み
た
と

こ
ろ
二
点
見
出
せ
た
。
い
ず
れ
も
本
件
と
同
じ
毛
利
家
文
庫
「
遠

用
物
」
で
、
ひ
と
つ
が
五
月
十
日
付
け
の
書
状
（
遠
用
物
近
世
前

期
一
六
九
〇
）。
寄
組
の
熊
谷
主
膳
（
寛
永
二
年
七
月
二
十
八
日

没
、
享
年
七
）
が
父
の
死
に
よ
る
跡
目
の
こ
と
に
つ
い
て
記
さ
れ

る
。
そ
の
父
の
死
は
元
和
九
年
正
月
五
日
（
享
年
二
九
）
の
こ
と

で
あ
る）

（
（

。

　

も
う
ひ
と
つ
が
、
七
月
二
十
八
日
付
け
の
も
の
（
遠
用
物
近
世

前
期
一
三
四
三
）
で
、
下
関
で
の
「
高
麗
之
使
来
朝
」
つ
ま
り
使

節
来
朝）

（
（

に
関
わ
る
記
述
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
の
来

朝
と
言
え
ば
寛
永
元
年
が
相
当
す
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
の
書
か
れ
た
時
期
は
寛
永
元
年
（
一

六
二
四
）
と
判
断
さ
れ
る
。

　

な
お
、「
上
使
」
用
の
松
本
焼
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

上
使
と
は
、
い
わ
ゆ
る
幕
府
の
巡
見
使
な
ど
で
は
な
く
、
こ
こ
で

は
朝
鮮
通
信
使
、
正
確
に
は
回
答
兼
刪
還
使
の
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
に
間
違
い
は
な
い
。
既
述
の
よ
う
に
高
麗
使
節
の
来
朝
が
寛

永
元
年
の
こ
と
で
、
他
に
「
上
使
」
に
ま
つ
わ
る
よ
う
な
史
実
は

見
当
た
ら
な
い
。



萩
焼
の
史
料
（
吉
積
）

一
二
五

　

こ
の
名
付
け
の
結
果
は
周
知
の
通
り
、
新
兵
衛
が
「
作
之
允
」

と
い
う
仮
名
を
輝
元
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
の
が
寛
永
二
年
四
月

二
日
で）

（
（

、
同
月
二
十
七
日
に
は
輝
元
が
鬼
籍
に
入
っ
て
お
り
、
輝

元
最
晩
年
の
死
を
目
前
に
し
た
中
で
の
名
付
け
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。

　

助
八
の
「
高
麗
左
衛
門
」
と
い
う
名
付
け
が
寛
永
二
年
十
一
月

二
十
二
日
で
あ
り
、
申
渡
し
か
ら
遠
く
一
年
近
く
遅
れ
て
漸
く
実

現
を
見
た
の
は
、
宗
瑞
の
死
が
多
分
に
物
を
言
っ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

【
史
料
②
】
被
遣
物
控
の
う
ち

　
　

同
日
（
寛
文
三
年
二
月
二
十
九
日
）

　
　

一
米
五
石
宛

　
　
　

長
谷
川
宗
有

　
　
　

�

右
茶
湯
道
具
目
利
功
者
之
故
、
御
国
中
又
他
国
よ
り
御
買

物
参
候
時
は
度
々
召
出
、
目
利
申
付
、
苦
労
仕
儀
候
故
、

於
于
時
為
御
心
付
被
遣
候
事

�

（
毛
利
家
文
庫
「
旧
記
」
四
五
被
遣
物
控
）

　

こ
れ
は
茶
の
湯
道
具
の
目
利
き
者
、
長
谷
川
宗
有
に
対
し
て
慰

労
の
米
五
石
が
、
特
別
に
支
給
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
あ

る
。

　

長
谷
川
宗
有
と
は
不
詳
の
人
物
で
あ
る
が
、
と
き
に
寛
文
三
年

（
一
六
六
三
）
こ
ろ
萩
藩
の
茶
の
湯
道
具
の
目
利
き
者
と
し
て
活

躍
し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
人
物
の
存
在
を
萩
藩
が

求
め
て
い
た
事
実
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
。
そ
の
実
際
の
よ
う
す

を
記
し
た
の
が
つ
ぎ
の
史
料
③
で
あ
る
。

【
史
料
③
】�

益
田
越
中
・
清
水
信
濃
連
署
書
状
（
三
田
尻
御
用
惣
（
マ
マ
）

ノ
瀬
茶
碗
の
事
）

　
　

�

追
而
得
御
意
候
、
先
日
申
進
候
惣
（
マ
マ
）ノ

瀬
焼
物
一
昨
日
指
出
候

故
、
即
各
も
見
合
候
処
に
何
も
出
来
悪
敷
候
て
、
三
田
尻
差

出
置
御
用
に
可
立
も
の
無
之
候
時
に
は
最
前
よ
り
御
蔵
に
有

之
悪
敷
茶
碗
之
内
、
天
野
九
郎
左
衛
門
・
兼
重
五
郎
兵
衛
見

申
候
て
差
出
候
処
に
、
又
昨
夕
、
惣
之
瀬
迄
壱
釜
分
差
出
候



萩
焼
の
史
料
（
吉
積
）

一
二
六

故
、
兼
重
五
郎
兵
衛
・
長
井
又
左
衛
門
・
宗
有
な
と
見
合
申

付
候
処
、
是
も
能
ハ
無
之
候
へ
共
、
最
前
差
遣
候
よ
り
は
少

焼
之
分
可
然
と
の
儀
候
故
、
濃
茶
碗
廿
六
・
薄
茶（
マ
マ
）十

一
・
古

鉢
弐
ツ
よ
り
遣
、
即
三
田
尻
江
差
越
候
様
に
と
坂
岡
へ
申

渡
、
右
之
外
早
々
三
田
尻
へ
差
越
候
条
、
左
様
可
被
成
御
心

得
候
、
天
野
九
郎
左
衛
門
儀
、
今
朝
は
少
気
分
悪
敷
に
付
不

罷
出
候
故
、
兼
重
五
郎
兵
衛
・
長
井
又
左
衛
門
・
宗
有
な
と

も
見
合
申
付
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

益
越
中

　
　
　
　

八
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
宣
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
隠
岐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
頼
（
花
押
）

　
　
　

不
及
返

　
　
　
　

毛
宮
内
様

　
　
　
　
　

（
毛
利
家
文
庫
「
遠
用
物
」
近
世
前
期
一
一
八
四
）

　

こ
れ
は
、
大
津
郡
深
川
村
三そ
う

ノ
瀬
窯
（
深
川
焼
）
で
焼
成
さ
れ

た
焼
物
の
出
来
具
合
を
率
直
に
語
っ
た
珍
し
く
面
白
い
史
料
で
あ

史料③　益田越中・清水信濃連署書状



萩
焼
の
史
料
（
吉
積
）

一
二
七

る
。
ま
た
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
松
本
焼
か
ら
分
窯
し
た
深

川
焼
が
、
本
格
的
に
稼
働
し
た
こ
ろ
の
状
況
を
垣
間
見
せ
る
。
こ

こ
の
「
惣
ノ
瀬
」
は
三
ノ
瀬
の
こ
と
で
あ
る（
９
）。

　

宛
所
の
毛
利
宮
内
は
当
職
を
寛
文
四
〜
九
年
（
一
六
六
四
〜
六

九
）務
め
、
発
信
者
の
益
田
越
中
と
毛
利
隠
岐
は
国
元
加
判
役
を
、

同
二
〜
九
年
と
同
五
〜
九
年
各
々
務
め
た
人
物
で
あ
り
、
三
田
尻

に
こ
の
重
臣
た
ち
が
関
わ
る
事
案
と
い
え
ば
、
こ
の
時
期
、
寛
文

七
年
八
月
の
海
上
巡
見
使
の
廻
港
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。『
毛
利

十
一
代
史
』
は
、
こ
の
巡
見
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
通
り
記
述
し
て
い

る
。

　
　

�

八
月
六
日
海
上
巡
見
使
向
井
八
郎
兵
衛
・
高
林
又
兵
衛
赤
間

関
ニ
著
船
、
七
日
赤
間
関
ヲ
解
䌫
、
豊
前
ニ
航
シ
、
十
三
日

三
田
尻
寄
港
、
十
四
日
三
田
尻
抜
錨
、
十
七
日
芸
州
ニ
移
ル

　

こ
の
巡
見
使
の
接
遇
に
当
た
り
用
意
さ
れ
る
べ
き
深
川
の
三
ノ

瀬
窯
焼
成
品
（
深
川
焼
）
が
、
一
昨
日
つ
ま
り
八
月
六
日
差
し
出

さ
れ
、
直
ぐ
さ
ま
出
来
具
合
を
吟
味
し
た
け
れ
ど
も
不
出
来
で
御

用
に
立
た
ぬ
と
し
て
適
用
除
外
と
な
り
、
こ
れ
よ
り
は
ま
し
と
判

断
さ
れ
た
蔵
に
保
管
中
の
濃
茶
碗
・
薄
茶
碗
・
古
鉢
で
代
用
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
が
わ
か
る
。

　

宗
有
は
長
谷
川
宗
有
の
こ
と
で
あ
る
し
、
先
述
の
と
お
り
焼
物

の
目
利
き
者
、
し
た
が
っ
て
並
記
さ
れ
る
兼
重
五
郎
兵
衛
・
長
井

又
左
衛
門
も
同
役
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
天
野
九
郎
左
衛
門
に
お
い

て
も
。
こ
の
よ
う
な
目
利
き
体
制
が
あ
っ
た
事
実
も
興
味
深
い
こ

と
で
あ
る
。

【
史
料
④
】
無
尽
集
の
う
ち

　
　

内
題
「
未
之
年
諸
国
御
巡
見
之
上
使
事　

下
」

　
　
　
　

�

「
寛
文
七
年
丁
未
諸
国
海
陸
御
巡
見
之
上
使
御
通
之
節

防
長
両
国
御
馳
走
之
次
第
」

　
　
　
　
　

（
前
略
）

　
　
　

�

先
年
大
猷
院
様
御
代
に
国
々
御
順
（
マ
マ
）見

上
使
被
遣
候
時
、
御

国
江
一（
市
）橋
伊
豆
殿
・
村
越
七
郎
左
衛
門
殿
・
柘
植
三
四
郎

殿
御
廻
途
刻
、
御
馳
走
様
子
控
無
之
付
而
、
去
寛
文
六
年

順
見
上
使
御
通
之
時
、
悉
及
新
儀
沙
汰
候
、
前
廉
様
子
自



萩
焼
の
史
料
（
吉
積
）

一
二
八

然
兼
常
喜
兵
衛
其
節
之
当
職
筆
者
役
仕
付
而
覚
之
分
書
出

候
へ
と
申
付
指
出
候
覚
書
左
に
記

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　

（
中
略
）

　

一�

萩
江
は
津
和
野
・
須
佐
よ
り
同
日
に
御
三
人
共
被
成
御
着
、

御
老
中
様
は
井
上
豊
前
ま
て
被
成
御
出
候
而
被
成
御
待
、
川

端
ま
て
被
成
御
出
相
候
事

　
　
　
　

（
中
略
）

　

付�

松
本
焼
物
竃
な
と
取
繕
被
仰
付
、
御
通
之
節
御
立
寄
、
焼
物

被
成
御
覧
候
様
に
と
藤
林
忠
和
被
付
置
か
と
覚
申
候
、
左
候

而
焼
物
も
被
成
御
覧
候
様
其
節
承
候
事
、
銘
々
各
風
炉
提
ち

ん
御
重
箱
共
に
被
遣
か
と
奉
存
候
事

　
　
　
　

（
後
略
）

�

（
毛
利
家
文
庫
「
叢
書
」
四
〇
無
尽
集　

八
九
の
二
七
）

「
無
尽
集
」
と
は
、
近
世
中
期
頃
ま
で
に
か
け
て
発
生
し
た
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
事
件
記
録
や
覚
書
の
類
を
集
大
成
し
た
八
九
冊
か
ら

な
る
も
の
で
、
こ
こ
に
は
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）、
幕
府
巡
見

上
使
の
来
藩
に
際
し
、
そ
の
接
遇
の
前
例
と
し
て
、
三
代
将
軍
家

光
（
大
猷
院
）
の
時
代
、
つ
ま
り
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
市

橋
伊
豆
守
ら
へ
の
対
応
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
に
、
市
橋
伊
豆
守
以
下
三
名
の
巡
見
使
が
、
松
本
焼
の

窯
を
見
物
す
る
予
定
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
興
趣
深
い
。
事
前
に
窯

に
修
繕
の
手
が
加
え
ら
れ
、
焼
物
そ
の
も
の
も
見
分
す
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

【
史
料
⑤
】
糸
賀
雑
記
の
う
ち

　
　
　
　
　

尚
以
長
門
守
殿
へ
之
御
返
事
相
調
遣
候

　
　

�

為
御
使
御
下
之
由
、
御
太
儀
共
へ
長
門
守
殿
よ
り
之
尊
書
致

拝
見
候
、
殊
焼
物
一
巻
御
持
参
之
由
忝
候
、
我
等
事
少
煩
気

故
御
暇
申
上
、
為
養
生
今
程
在
所
に
在
之
事
候
、
穏
而
罷

帰
、
以
面
可
申
述
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　

十
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
伯
耆

�

忠
勝（
俊
）判



萩
焼
の
史
料
（
吉
積
）

一
二
九

　
　
　
　
　
　
　

真
作
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

　
　
　
　

（
毛
利
家
文
庫
「
叢
書
」
一
七
糸
賀
雑
記
（
四
の
一
））

「
焼
物
一
巻
」
と
し
か
記
述
さ
れ
な
い
が
、
交
誼
の
道
具
と
し
て

焼
物
が
そ
れ
な
り
の
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

　

差
出
人
の
青
山
伯
耆
守
忠
俊
（
忠
勝
は
誤
記
、
一
五
七
八
―
一

六
四
三
）
は
、
土
井
大
炊
頭
利
勝
な
ど
と
と
も
に
三
代
将
軍
徳
川

家
光
の
補
導
役
を
務
め
、
元
和
二
〜
九
年
（
一
六
一
六
〜
二
三
）

に
は
老
中
職
に
あ
っ
た）
（（
（

。

【
史
料
⑥
】
糸
賀
雑
記
の
う
ち

　
　
　
　
　

�

尚
々
、
等
益
御
筆
跡
弥
天
下
之
も
の
さ
た
に
候
、
拙

者
義
、
望
は
無
之
候
、
執
心
を
聞
召
候
は
ゝ
せ（

西

湖

）

い
こ

き（

金

山

）

ん
さ
ん
か（

耕

作

）

う
さ
く
も
被
遊
可
被
下
候
得
共
、
遠
路

候
は
心
計
に
候
可
罷
成
候
間
、
お
し
絵
所
望
存
候
、

承
候
へ
は
古
筆
御
す
き
の
よ
し
候
、
金
銀
は
沢
山
持

候
へ
と
も
他
行
仕
候
間
、
古
筆
か
へ
に
も
仕
度
候
、

あ
は
れ
爰
元
御
下
候
は
ゝ
よ
き
若
衆
を
以
所
望
可
申

候
も
の
を
と
存
事
候
、
源
太
に
数
年
申
候
へ
と
も
は

か
ゆ
き
不
申
候
、
貴
様
を
奉
頼
候
、
あ
ま
た
こ
の
み

も
の
候
而
う
る
さ
き
知
せ
な
と
可
被
思
召
候
、
何
事

も
う
き
世
に
な
り
次
第
に
可
被
成
候
御
用
等
候
は
ゝ

可
被
仰
下
候
、
以
上

　
　

�

渡（
源
）太
罷
下
候
節
は
見
事
之
御
茶
入
并
茶
碗
一
被
懸
御
意
候
、

御
数
寄
者
よ
り
被
下
候
間
、
申
も
を
ろ
か
に
候
へ
共
や
き
し

ほ
な
り
ふ
り
扨
も
〳
〵
見
事
に
御
座
候
、
近
年
ふ
で
き
の
よ

し
承
候
が
驚
目
申
候
、
忝
奉
存
候
〳
〵�

、
爰
元
相
替
儀
無

之
、
大
炊
頭
も
御
加
増
拝
領
、
其
上
古
河
之
城
被
仰
付
仕
合

残
所
無
御
座
候
、
私
義
も
似
合
に
加
増
く
れ
被
申
候
、
先
々

無
病
に
罷
成
浮
世
仕
候
間
、
時
節
を
以
可
懸
御
目
候
、
然
は

今
度
天
肥
前
殿
就
死
去
、
其
噂
御
座
候
時
分
、
旦
那
も
貴
様

御
事
被
申
出
候
間
、
渡（
源
）太
物
語
之
通
懇
比
（
マ
マ
）に
申
聞
候
、
定
而

貴
様
又
々
被
御
引
出
候
は
ん
と
寺
田
な
と
も
申
事
候
、
随
而

去
年
渡（
源
）太

其
御
地
へ
罷
下
候
節
、
種
々
御
異
見
被
成
、
御
肝



萩
焼
の
史
料
（
吉
積
）

一
三
〇

煎
を
以
御
家
中
に
御
引
留
候
段
、
私
一
人
と
忝
奉
存
候
、
毎

日
毎
夜
喧
嘩
を
被
成
、
夜
を
御
明
し
候
事
は
な
し
を
承
候
て

さ
へ
草
卧
申
候
、
彼
者
さ
そ
〳
〵
我
か
ま
ゝ
出
候
は
ん
に
、

御
あ
い
さ
つ
た
ち
き
ゝ
申
度
候
、
寺
田
に
も
其
段
咄
申
候
へ

は
未
御
気
魂
つ
き
不
申
候
と
御
噂
と
も
に
而
大
笑
仕
候
、
此

度
御
成
仕
度
と
て
普
請
な
と
仕
候
き（

マ

マ

）

ど
く
と
存
事
候
、
そ
れ

も
貴
様
御
影
に
而
御
座
候
、
殊
更
物
成
以
下
も
彼
者
之
代
官

を
さ
せ
ら
れ
彼
是
御
六
ヶ
敷
さ
の
み
申
由
候
、
い
か
成
る
貴

様
に
而
候
哉
、
他
国
者
を
御
□
□
と
感
入
申
事
候
、
併
渡（
源
）太

一
人
へ
之
御
心
付
と
は
不
存
候
、
私
も
ろ
と
も
の
御
情
と
存

候
、
弥
此
上
な
か
ら
奉
頼
候
、
御
子
様
あ
ま
た
御
座
候
由
承

候
、
せ
め
て
其
御
子
様
へ
御
奉
公
申
度
候
、
爰
元
御
法
之
節

は
病
中
故
御
馳
走
も
不
申
、
今
以
無
念
存
候
、
申
而
も
〳
〵

主
殿
様
へ
御
礼
頼
入
候
、
渡（
源
）太

儀
を
は
以
来
共
に
わ
た
し
お

き
申
候
、
悪
事
候
は
ゝ
私
可
承
候
御
異
見
奉
頼
候
、
尚
期
後

音
之
時
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
出
宗
左
衛
門
尉

�

高
勝
判

　
　
　

八
月
二
日

　
　
　
　

真
作
様
人
々
御
中

�

（
毛
利
家
文
庫
「
叢
書
」
一
七
糸
賀
雑
記
（
四
の
一
））

　

本
文
の
冒
頭
に
、
帰
国
の
際
に
贈
呈
さ
れ
た
茶
入
と
茶
碗
に
つ

い
て
、「
近
年
ふ
で
き
（
不
出
来
）」
と
謙
遜
さ
れ
な
が
ら
も
大
い

に
気
に
入
っ
た
よ
う
す
が
記
さ
れ
る
。

　

大
炊
頭
と
あ
る
こ
と
か
ら
土
井
大
炊
頭
利
勝
（
一
五
七
三
―
一

六
四
四
）
と
知
れ
、
そ
の
家
臣
井
出
宗
左
衛
門
尉
高
勝
の
書
状
で

あ
る
。
そ
の
大
炊
頭
が
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
側
近
第
一
人
者

で
、
長
年
（
慶
長
十
五
年
〜
寛
永
十
五
年
）
務
め
る
老
中
職
の
旁

ら
、
加
増
さ
れ
て
下
総
国
古
河
の
城
主
に
な
っ
た
と
記
述
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
頃
は
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
、
利
勝
は
同
十
五
年
大
老
職
に
も
つ
い
て
い
る）
（（
（

。

【
史
料
⑦
】
糸
賀
雑
記
の
う
ち

　
　
　
　
　

�
猶
以
、
遠
路
私
儀
被
思
召
遣
候
御
事
忝
次
第
、
中
々



萩
焼
の
史
料
（
吉
積
）

一
三
一

申
上
も
疎
に
御
座
候
、
以
上
、

　
　

�
細
筆
之
尊
書
之
趣
拝
見
、
御
面
之
心
地
一
入
、
御
床
敷
奉
存

候
、
御
無
事
に
被
為
成
御
座
候
御
事
目
出
度
奉
存
候
、
然
は

寺
田
与
左
衛
門
か
た
へ
御
懇
被
成
御
帋
面
並
年
来
望
に
被
存

候
名
筆
之
お
し
絵
一
双
分
被
下
置
候
、
拝
見
被
申
、
不
成
大

形
満
足
被
申
候
、
誠
先
年
在
江
戸
被
為
成
候
時
分
は
別
而
御

目
を
被
下
候
へ
共
何
角
御
帰
国
之
後
以
書
状
を
御
礼
さ
へ
不

申
上
所
存
之
外
致
迷
惑
候
、
貴
公
様
御
事
大
炊
頭
殿
細
々
御

う
わ
さ
被
申
出
之
由
寺
田
与
左
衛
門
折
々
物
か
た
り
被
仕

候
、
随
而
御
国
松
本
焼
之
御
茶
入
並
御
茶
椀
（
マ
マ
）被

下
置
候
、
何

も
か（
か
ん
に
う
）

つ
こ
う
見
事
に
而
御
座
候
間
、
身
過
分
至
極
に
奉
存

候
、
就
中
御
茶
入
数
年
望
に
奉
存
候
處
に
此
度
被
下
候
間
、

私
子
共
迄
之
た
か
ら
物
此
外
御
座
有
間
敷
候
、
此
上
何
と
そ

掛
御
目
、
右
御
懇
情
別
段
申
上
度
念
願
迄
御
座
候
、
此
表
相

替
儀
無
御
座
候
、
須
私
義
不
相
替
不
絶
奉
公
仕
候
へ
共
、
一

段
そ
く
さ
い
に
て
罷
有
候
間
、
左
右
御
心
安
可
被
思
召
候
、

万
吉
追
而
可
申
上
候
間
、
不
能
一
二
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田
新
七

�

政
茂
判

　
　
　

霜
月
十
日

　
　
　
　

真
作
様

　
　
　
　
　
　

尊
報

�

（
毛
利
家
文
庫
「
叢
書
」
一
七
糸
賀
雑
記
（
四
の
一
））

　

差
出
人
の
増
田
新
七
政
茂
は
、
前
述
も
し
た
通
り
老
中
か
ら
大

老
に
も
な
っ
た
土
井
大
炊
頭
利
勝
（
慶
長
十
五
年
〜
寛
永
十
五
年

老
中
、
同
年
〜
正
保
元
年
大
老
）
の
家
臣
で
、
宛
所
の
糸
賀
真
作

と
は
同
職
の
誼
の
間
柄
で
あ
っ
た
と
想
わ
れ
る
。
文
面
の
後
半

に
、
頂
戴
し
た
松
本
焼
茶
入
と
茶
碗
に
つ
い
て
「
子
共
迄
之
た
か

ら
物
」
と
感
じ
入
り
、
特
に
茶
入
は
数
年
来
の
所
望
品
で
あ
っ
た

と
い
う
。

　

そ
し
て
、「
か
つ
こ
う
見
事
」
と
雑
記
は
筆
写
し
て
意
味
は
通

じ
さ
せ
て
は
い
る
が
、
原
本
に
当
た
っ
て
み
る
と
、
ど
う
も
「
か

ん
に
う
」
と
読
み
直
さ
れ
、
つ
ま
り
「
貫
入
」（
焼
物
表
面
の
罅
）

の
こ
と
だ
と
わ
か
り
、
松
本
焼
の
好
み
の
一
端
を
垣
間
見
せ
て
く
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れ
る
。

【
史
料
⑧
】
糸
賀
雑
記
の
う
ち

　
　
　
　
　

�
尚
々
、
被
入
御
念
、
松
本
丸
つ
ほ
茶
入
抹
茶
ま
て
ひ

か
せ
被
下
候
、
船
中
に
て
可
被
下
候
忝
存
候

　
　

�

新
春
之
御
慶
珎
重
々
々
目
出
度
申
納
候
、
仍
九
州
皆
々
仕
廻

候
て
下
関
に
て
致
越
年
、
昨
四
日
上
関
江
致
着
船
爰
元
緩
々

と
休
息
仕
候
、
寄
思
召
預
御
状
候
一
入
御
床
敷
、
再
三
令
被

見
候
、
御
煩
之
由
千
萬
無
心
元
候
、
能
々
御
様（
養
）
生
可
被
成

候
、
今
度
懸
御
目
相
積
義
申
承
度
候
、
取
（
マ
マ
）も

人
も
何
角
之
内

ニ
見
事
之
老
人
に
成
候
而
む
か
し
慈
候
、
雪
之
あ
た
ま
を
い

た
ゝ
き
、
か
様
に
方
々
あ
り
き
候
て
致
苦
労
候
事
御
推
量
可

被
成
候
、
存
命
候
て
罷
上
候
事
不
思
議
に
存
候
、
長
門
様
不

相
替
被
懸
御
目
候
、
誠
に
忝
次
第
候
、
今
度
も
上
下
共
御
舟

に
而
無
事
令
渡
海
太
慶
御
察
可
被
成
候
、
申
度
事
山
々
候
得

共
、
中
〳
〵
留
筆
候
、
委
細
忠
和
左
頼
入
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　

正
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城　

織
部
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
判

　
　
　

真
作
老

　
　
　
　
　

御
返
事

�

（
毛
利
家
文
庫
「
叢
書
」
一
七
糸
賀
雑
記
（
四
の
一
））

　

尚
書
き
に
、
松
本
焼
の
丸
壷
・
茶
入
・
抹
茶
茶
碗
の
こ
と
が
見

え
る
。

　

城
織
部
佐
は
老
中
土
井
利
勝
の
家
臣
で
、
九
州
か
ら
の
帰
途
、

下
関
で
越
年
の
後
、
着
船
し
た
上
関
か
ら
、
こ
の
と
き
萩
に
帰
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
糸
賀
真
作
に
旧
交
を
あ
た
た
め
ん
と
出
さ
れ

た
書
状
で
あ
る
。
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註
（
（
）
萩
焼
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
総
括
的
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
河
野

良
輔
「
萩
焼
の
歴
史
」（『
萩
焼
古
窯
』
一
九
九
〇
年
山
口
県
教
育
委

員
会
発
行
に
所
載
）
が
あ
る
。
同
著
は
、
御
用
焼
物
師
の
系
譜
を
明

ら
か
に
し
た
毛
利
家
文
庫
「
譜
録
」
や
、「
分
限
帳
」
な
ど
を
使
い
、

開
窯
以
来
の
歴
史
を
追
究
し
て
い
る
。

　
　
　

拙
文
に
、「
近
世
萩
焼
に
関
す
る
史
料
」（『
山
口
県
地
方
史
研
究
』

第
九
六
号
、
二
〇
〇
六
年
山
口
県
地
方
史
学
会
発
行
）
と
側
面
的
に

論
じ
た
も
の
と
し
て
、「
徳
山
藩
御
用
焼
物
を
探
る
」（
山
口
県
立
萩

美
術
館
・
村
上
記
念
館
『
古
萩　

―
江
戸
の
美
意
識
―
』
展
図
録
に

所
載
、
二
〇
一
二
年
発
行
。
な
お
、
こ
れ
は
二
〇
一
二
年
『
山
口
県

地
方
史
研
究
』
一
〇
七
号
に
寄
稿
し
た
も
の
に
加
筆
修
正
を
施
し
た

も
の
）
が
あ
る
。

（
（
）
新
兵
衛
は
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
没
、
享
年
不
明
。
苗
字
は
山

村
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
初
代
萩
藩
主
毛
利
秀
就
の
父
、
毛
利

宗
瑞
（
輝
元
）
か
ら
作
之
允
の
名
を
付
与
さ
れ
、「
窯
薪
山
御
用
焼

物
所
惣
都
合
」
役
を
任
じ
た
。
の
ち
、
明
暦
三
年
山
村
家
は
松
本
の

地
か
ら
大
津
郡
深
川
村
三そ

う

ノ
瀬
へ
移
住
し
開
窯
し
て
「
三
ノ
瀬
焼
物

所
惣
都
合
締
」
に
任
ぜ
ら
れ
、
深
川
焼
を
定
着
さ
せ
た
。

　
　
　

助
八
は
、
寛
永
二
年
高
麗
左
衛
門
の
名
を
藩
主
秀
就
か
ら
付
与
さ

れ
た
坂
（
旧
姓
坂
本
）
家
の
初
代
当
主
で
、
命
脈
は
今
日
ま
で
継
承

さ
れ
る
。
寛
永
二
十
年
没
、
享
年
五
八
。

（
（
）
な
お
、
公
儀
人
の
後
任
は
福
間
彦
右
衛
門
就
辰
（
延
宝
五
年
〈
一

六
七
七
〉
没
、
享
年
八
六
）
で
「
公
儀
所
日
乗
」
三
六
冊
（
毛
利
家

文
庫
「
日
記
」
四
）
の
筆
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
（
）
戦
国
大
名
毛
利
元
就
の
四
男
穂
田
元
清
の
子
で
、
元
就
の
孫
毛
利

輝
元
の
養
子
と
な
っ
た
時
期
が
あ
る
。
武
将
の
一
方
で
茶
匠
と
し
て

も
よ
く
知
ら
れ
る
古
田
織
部
（
一
五
四
三
―
一
六
一
五
）
の
高
弟
で

も
あ
り
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
将
軍
徳
川
家
光
へ
江
戸
品
川

で
点
茶
を
行
っ
た
こ
と
は
有
名
。

（
（
）『
増
補
改
訂
山
口
県
文
化
史
年
表
』（
一
九
七
八
年
山
口
県
発
行
）

に
よ
る
。

（
（
）
毛
利
家
文
庫
「
譜
録
」
く
五
八
熊
谷
帯
刀
元
貞
に
よ
る
。

（
（
）
一
般
に
は
、
近
世
、
朝
鮮
か
ら
日
本
へ
の
使
節
は
朝
鮮
通
信
使
と

称
せ
ら
れ
る
が
、
江
戸
時
代
計
一
二
回
の
来
日
の
う
ち
最
初
の
三
回

目
ま
で
は
、
正
し
く
は
回
答
兼
刪
還
使
と
称
せ
ら
れ
、
当
該
回
は
第
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一
三
四

三
回
目
に
相
当
す
る
。『
徳
川
実
紀
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
使
節

は
寛
永
元
年
十
二
月
十
二
日
江
戸
着
府
、
同
二
十
四
日
帰
国
の
途
に

つ
い
て
い
る
。

（
（
）
毛
利
家
文
庫
「
譜
録
」
や
一
五
五
山
村
源
次
郎
光
長
に
よ
る
。

　
　
　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、『
毛
利
三
代
実
録
考
証
』（
毛
利
家
文
庫
）

は
論
断
と
し
て
「
証
書
御
黒
印
ト
是
レ
ア
リ
、公
ノ
御
名
コ
レ
無
ク
、

然
ニ
此
頃
改
名
加
冠
等
ニ
御
黒
印
ノ
ア
ル
ハ
多
ク
ハ
宗
瑞
公
也
、
秀

就
公
ハ
御
判
ト
有
之
、
然
レ
ハ
宗
瑞
公
御
隠
居
タ
ル
ヲ
以
カ
、
故
ニ

御
名
無
シ
、
云
々
」
と
記
す
（『
山
口
県
史　

史
料
編　

近
世
（
下
』

一
九
九
九
年
発
行
に
所
載
）。

（
9
）
松
本
の
焼
物
師
山
村
正
庵
の
弟
子
蔵
崎
五
郎
右
衛
門
が
承
応
二
年

（
一
六
五
三
）
深
川
村
三
ノ
瀬
に
開
窯
し
た
。
な
お
、
惣
ノ
瀬
は
別

地
で
、
萩
か
ら
遠
か
ら
ぬ
阿
武
郡
川
上
村
に
あ
る
。
山
村
松
庵
の
高

弟
蔵
崎
五
郎
右
衛
門
が
独
立
し
て
慶
安
か
ら
承
応
元
年
（
一
六
五
〇

年
前
後
）
の
こ
ろ
数
ヶ
年
の
ご
く
短
期
に
操
業
し
た
と
註
（
（
）
の

「
萩
焼
の
歴
史
」
は
推
察
し
て
い
る
。

（
（0
）（
（（
）
吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
る
。




